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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・八戸精神科医会学術講演会

　日時：10/18（水）18：45～20：15　　八戸パークホテル「マグノリア」

　申し込み必要となっており、参加希望者は10/10（火）までに小川さんに申し込むこと。

・八戸メディカル学院より地域作業療法実習でOT学生受け入れ

　10/20（金）、10/27（金）に各日2名ずつ　　　慶長SGMが対応

[提出期限]
・10/9（月）経過録
・10/10（火）医療福祉学会PPT

・10/20（金）プログラムテキスト

＜利用者様情報＞

デイケア

・久保　興介　様～本人より架電があり、「親が仕事に行ってるので、送ってもらえないので今日は休みます」と欠席の連絡がある。次回は来所できるように御家族との調整をお願いすると、少し考えてから返答している。説明したい書類があり、なかなか通所で会えないため受診時に尋ねることがあるかもしれないと説明をすると、了承を得られる返答があり電話を終えている。その後再度架電があり、「診察に集中したいので、デイケアに行けません」と話しているる。今後の来所については、今月中に来所すると話している。

・浅坂　政美　様～10/2（月）自宅で多量服薬をし、八戸市立市民病院へ救急搬送。本日、当院へ転院したため、デイケア利用中止となる。退院後はデイケアを再利用する可能性があるため、今回の件をもとに対応策や本人の思いの引き出し方、イライラの解消の仕方などを本人と一緒に考えていくことが出来るように支援していく。

・二川目　健治様～外来看護より、デイケアから電話連絡が来ることを負担に感じているため、主治医から電話連絡の頻度を減らすなどの電話連絡の取り決めを調整してほしいとの指示があったとの情報提供がある。昨日、担当スタッフから上記内容について話し合う為、自宅への連絡をしている。「なんでこんなに電話するんずや」と声高に話しており、電話が負担になるとのことで今後の連絡方法の取り決めや、前日に今後の書類のサインの約束をしていたことについて確認したい旨を伝えるが「なんで何度も連絡するんずや」と声を荒げ答えている。その後、スタッフの声掛けに反応せず一方的に電話を切っており、電話を終えている。上記内容について主治医に情報提供している。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～しかめ顔で、独語していることが多く見られるも外出要求や多動さなく過ごしている。多飲水傾向も見られずにいる。上記状態を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。

・倉橋　生子　様～多弁さ見られ、他者への話し掛けが多く見られている。一人になると下を向いて過ごしている。昼食後薬服用後、体調について聞くと、「歯茎が痛い」と話している。部位を確認すると、右下の歯茎が義歯装着時に痛みがあり、また、歯を嚙み合わせる時に痛みがあり、特に食事の際に強い痛みがあると話している。痛みがある時は義歯を外し歯茎を休めるように説明するが、義歯を装着したままでいる。上記内容を青風荘へ情報提供している。
・板橋　利美　様～鎮痛剤を臨時処方として昼食後と就寝前に服用していたが、今回の診察にて定期処方に変更となっている。昼食後薬服用後、薬について「頓服薬が1日4回の定期処方になったが、左膝の痛みは改善しない」と話している。もう少し様子を見るよう伝えると頷いている。また、午前中に、生活指導室で横臥していて、起き上がろうとした時にふらついたと話している。歩行時は「歩きにくい」と話しており、安定感がないことから、今後も歩行状態を観察し転倒に注意していく。

・馬渡　武光　様～プログラム中の立ち歩き多く、トイレを頻回に利用している。飲水量が多くなっているため、飲水状況とトイレ利用状況について観察していく。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～本日職場で体を使う作業を一日中を行っており、中腰で過ごすことが多く、それが原因で腰痛が有ることを話している。骨性の痛みではなく筋性の痛みであり、ストレッチ方法を教え実践している。疼痛軽減目的として自宅でもストレッチを実践してほしいことを伝えると了承されている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（川村　享様）
　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H29年10月5日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：戸賀沢　眞貴子

検討内容　計画・目標の見直し

	氏名
	川村　享
	性別
	男
	年齢
	63
	生年月日
	Ｓ28年6月10日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）

（Ｈ29.4.1）
	基本的生活習慣の習得、身体機能維持・向上

対人関係の改善、病識を身につける

作業能力・持続性の向上

	本人希望
	再発せずに健康に過ごしたい。

	家族希望
	再発しないで今の生活を続けてほしい。

	入院歴
	計　4　回（詳細不明）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H21年11月16日～現在（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅

高齢の母親が生活全般の援助を行っている。母親は南陽館へ週2回（木・土）通い、整形外科（六郷クリニック）へは週3回

（月・水・金の午後）通っている。同居している弟は会社員で普段はあまり会話はしない。
	家族構成：母､弟の3人暮らし

姉（所在不明）

本人

弟（同居）

妹（八戸市在住）

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	他、自立支援医療


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	母親に迷惑をかけないように生活を送りたい。
	①60kgまで体重を減量することが出来る。


	①65kgまで体重を減量することが出来る。


	①自分から運動療法等に参加する。職員は､運動への参加を促しつつ、食事内容について確認し必要に応じアドバイスしていく。

	
	②自分ができる手伝いは､行えるようになる。
	②自分から､洗濯か食器洗いが出来るようになる。


	②自分から洗濯か食器洗いが出来るようになる。職員は､手伝いの状況を確認し､評価･助言を行う。その他の手伝いに対しても評価助言を行う。必要に応じて本人の役割を増やしていく。

	
	③定期的な入浴を継続できる。
	③入浴と更衣を週2回継続できる。（火：青陽館、日：銭湯）
	③入浴と更衣を、週2回行う（火：青陽館、日：銭湯）。デイケアでの入浴日を増やしていく。デイケアで週1回も入浴していない時や他科受診前日は、スタッフから入浴を促す。入浴を行うことに対する意識付けについて介入していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①66kgまで体重を減量することが出来る。
	運動プログラムには自主的に参加出来ている。10月現在66.4kgとなっている。食生活に関しては、昼はうみねこ幸房の昼食を摂り、朝・夕は高齢（88歳）の母様が調理した食事を食べている。自ら調理することは無い。 (達成度60%)
	運動プログラムには自主的に参加出来ており、また7月には65kg以下に体重を落とせたことがあるため、第1目標体重として65kgを目指すこととする。糖尿病の悪化防止の為にも減量については継続していく。

	②自分から､洗濯か食器洗いが出来るようになる。
	本人より話を聞くと自宅での食器洗いに関しては出来ているとの事。洗濯に関してはほとんど母様に任せ、「弟もやってない。」と話し高齢の母様が大変だろうという思いはない様子である。(達成度50%
	自宅では食器洗いは出来ているとの事。洗濯は母様に任せているとのことであるが、洗濯を行う理由を理解してもらい、一部分からでも手伝い、洗濯に関りを持つように、働きかけ、必要に応じ評価や助言を行っていく。

	③入浴と更衣を週2回継続できる。（火：青陽館、日：銭湯）
	入浴に関しては火曜日と日曜日に入浴すること、継続すること概ね出来ている。しかし4月より、下腿痛があり、整形外科受診を火曜日にしており、痛みが軽減してきたころより、他の曜日の入浴をすすめると、拒否なく受け入れている。更衣に関しては入浴日に帰宅してから下着等交換し、上衣は汚れたときに交換しているとのこと。 (達成度70%)
	欠席等の理由ない場合は継続を確実に行えている為、今後本人に確認しながらデイケアでの入浴日を増やしていく。また他科受診ある際には前日に入浴を行うことが出来る様関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	母親に迷惑をかけないように生活を送りたい。
	①60kgまで体重を減量することが出来る。


	①65kgまで体重を減量することが出来る。


	①自分から運動療法等に参加する。職員は､運動への参加を促しつつ、食事内容について確認し必要に応じアドバイスしていく。

	
	②自分ができる手伝いは､行えるようになる。
	②自分から､食器洗いは継続し、洗濯が出来るようになる。
	②自分から食器洗いは継続し、洗濯に関われるようになる。職員は､手伝いの状況を確認し､評価･助言を行う。必要に応じて本人の役割を増やしていく。

	
	③定期的な入浴を継続できる。
	③入浴と更衣を週2回継続できる。（木：青陽館、日：銭湯）
	③入浴と更衣を、週2回行う（木：青陽館、日：銭湯）。必要に応じてデイケアでの入浴日を増やしていく。また、入浴や更衣を行うことに対する意識付けについて介入していく。


